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麓島県数胃委員会は す へての人の基本的人権が尊重される社会の実現をめさ

した人権教育の推進に努めています。
この資料が 人 権恵譲を高めるため 'い の研修宗をはしめ 多 くの場で活用さ

れることを願つています。

考えよう:私の人権

徳島県教育委員会



『人権Jつて,なあに?

人植って「人F98が人間

らしく章せに生きる
権言JJなのよね

そのためには ます 自分
のことをよく知って 自奇自

身を大切にすることたね

人lEを守ることは 一 人ひと

りの人間を大切にすることによ
自かの権利を主張するとさ1ま

他の人の権利についても大事に
しないといけないよ

お父さんの言つていること
は あ豆いの人権を尊重し台
うこと つまり「人権の共存J
ということね
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● 人 権は,誰もが人間として生まれながらにもつている権利ですが 日常の害らしの

中で 「自分とは関係がないJ「人権は堅吉しいJ「何か難しい問題Jなどと思つてい

ないでしょうか。

● み んなが共に生きる社会を築いていくために 「自分の人権は守られているかJ「他

人の人権を侵書していないかJなど 身近な暮らしを 「人権の視点」から考えてみま

せんか。



見つけよう,あなたのわたしのいいところ

司会 「では 自 己紹介をかねて 自 分のいいところを話してくださいね。J

「わたしは 1生格が明るくて,小 さなことでくよくよしないところ
がいいところかしらい。」

「わたしは 料 理が得意です。子どもがいつも 「おいしい,
おいしいJっ て 農 べてくれるんですよ。J

「わたしは,子 どもの話をよく聞くように,いがけ
ています。子どもとの会話って楽しいですねbJ

「自分のいいところねぇ…思いつかないわ…」

′ヽところによく気力つ くし 町 内
くれていますよねbJ

④    「
えつ そ うかしらヽあ19がとうこざしヽます。J

☆自分自身を見つめてみましょう。

☆自分のいいところを見つけてみましょう。

☆新たな気づきはありましたか。

。 自 分の 「いt とヽころJをみつけることは 自分の個性に気づき!自分を大切にする

気持ちを育てます。またすこのことが 人を大切にしようとする気持ちにつながるの

ではないでしようか。

● 身 近な人たちの 「いいところ」もみつけてみましよう。相手の 「t いヽところJを見

つけたり“励ましたりすることによつて 相手の存在を認め)豊かな人間関係を築く

ことができます。
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・ 私 たちは1-人 ひとり違つた個性をもつています。お互いの個性の違いと理解し

認め合つて,共に生きる社会を案いていくことが大切てす。

● み んなが富らしやすいまちをつくっていくために 家屋や地域の中で“「わたしに

できることjを考えてみましよう。
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子ともたちのすこやかを成長は わたしたちみんなの願いてす

しかし社との中には 子どもたちの人権を『吾するlj な々間簿が存在しています

いじめや体罰 虐Ftなどは 子ともの景はた|すてなく 心にも深い侵を房し そのにの人i言形成に大き

な影響をうえ すこやかな成長や発達を拒うなど 深亥けなれ室問題とrJっています

子ともは末来の社云を輝う一員です 子どもも大人と同し人権をおっています 人褐を持った人間と

して 一人ひとりの子ともの権干サを尊垂していくことが大trてす

児童の権利に関する条約

児童の権利に関する秦約は 18歳未満のすべての子ともを対最に 人間としての権利

や自由を尊重し 保護や援助をしていくことを目的につくられました。この条約は 平成

元年(1989年)に国連絡会で採択され 日本は平成6年 (1994年)に批准しました。
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人権とは,

人間の尊厳に基づいて

各人が持っている固有の権利であリフ

社会を構成するすべての人々が

個人としての生存と自由を確保し

社会において幸福な生活を営むために

欠かすことのできない権利である。

「人権致自 富発に関する基本計画」より

人権教葛及び人権啓発の推進に関する法律【平成12年12月】

人権教高 啓発に関する基本計画【平成14年3日】

「人濯執自のための国連10年J億島県行動計画【平成11年3月】

同利問題の解決に向けて(基本方針)【平成14年3月】

徳島県人権致自推進方針【平成'6年2月】

徳阜県教育委員会人権教育課
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